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戦     評 

 両チームともハーフのマンツーマンＤＦで試合が始まった。高岡第一は２－３ゾーンＤＦ 

に切り変えるなどして応戦するが、ミドルシュートがなかなか決まらず苦しい展開になる。 

一方、桜井はミドルシュートが決まり始めるが、ともに突き放すことができず一進一退の攻 

防が続く。結局第１Ｑは１８―１５で桜井がリードして終了した。第２Ｑに入ると、高岡 

第一は、激しいＤＦが功を奏して徐々に点差を縮めてついに逆転する。両チームともＤＦ 

が頑張り共に得点できない時間帯が続いたが、結局３０－２７で高岡第一がリードして前 

半を終えた。第３Ｑに入っても、取ったら取り返すといった目まぐるしい攻防が続き、目 

が離せない展開になる。残り５分には高岡第一のテクニカルファールもあり、桜井が一気に 

同点に追いつく場面もあった。しかし高岡第一は３点シュートや速攻が決まり、少しずつ点 

差を広げていく。第３Ｑは４８－４４で高岡第一がリードして終了した。第４Ｑは桜井の３ 

―２ＤＦに対して高岡第一はマンツーマンＤＦで対抗する。しかし高岡第一はファールが重 

なり波に乗れず、３－２ゾーンＤＦに切り替える。桜井はシュートが決まりだして残り３ 

分には逆転に成功する。高岡第一は終盤にオールコートのマンツーマンプレスで対抗する 

が、なかなか点差は縮まらない。試合終了間際にも互いに激しい攻め合いとなったが、結局 

６７－６３で桜井が逃げ切る形で試合は終了した。桜井は 18 年ぶりで６度目の優勝を飾っ 

た。 
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